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一般質問とは、市の事務や市が抱える課題等について市長などにただす
ものです。12月定例会では20名の議員が一般質問を行いました。
一般質問の全文は、2月上旬作成予定の本会議録に掲載します。図書館や
鎌倉市議会ホームページ内「会議録検索システム」でご覧ください。

海外都市提携事業に関して

その他の質問：高齢者の外出支援策に関して

公明党 児玉　文彦
質問…世界情勢や国家間の情勢が厳しい局面になったとしても、地方自治体の
間では微動だにしない強固な信頼関係・友好関係を築いていくことが世界平
和への礎になると信じる。全国に先駆けて「平和都市宣言」を行った鎌倉は、
その使命が大きいと感じる。
　　これからの海外都市提携事業に対する松尾市長の考えを伺う。
市長…議員ご指摘の通りだと考える。世界ではいまだに紛争が絶えず、国際情
勢が厳しい今こそ、全国に先駆けて「平和都市宣言」を行った鎌倉市として、
相互理解を深める重要性を踏まえながら海外都市との交流を深めていきた
い。

GIGA端末の更新、５歳児すこやか相談

質問…市立小中学校の児童生徒が１人１台使用しているGIGAスクール用端
末の数は？
教育文化財部長…約１万１千台をリースにより使用している。
質問…端末の更新と処分はどのように予定しているか？
同部長…リース期限を迎えた端末は業者に返却する。業者には端末のデータ消
去の証明発行を求める。その後、分解やリサイクルされる予定。
質問…発達支援につながる「５歳児すこやか相談」を医師会の理解と協力を得
て、国の補助が拡充される「５歳児健診」に拡充してはどうか？
市長…子どもたちの成長、発達を見守るために、国の示す内容や補助金の活用を
検討し、現在の事業を生かしつつ、さらなる充実を図っていく。

公明党 納所　輝次

障害福祉を基点に一人一人を大切にする社会へ

質問…障害者理解を深めるための研修や人材育成・ガイドヘルパーの拡充・支
援者の支援・当事者に応じた市の支援などの地域課題に対して市としてどの
ように取り組んでいくか。
健康福祉部長…課題として、必要な住まい・日中支援の居場所の確保・緊急時の
対応・親亡き後の体制の整備がある。地域で障害者が自分らしく安心して暮
らせるために地域の理解をさらに推進していく。
質問…市は農業就労体験セミナーを行っているが、鎌倉らしい農福連携の取り
組みをより推進していただきたいがいかがか。
市長…より多くの方に体験していただきたい。障害当事者や農業経営者、障害
事業者の声を聴きながら連携して検討していきたい。

その他の質問：女性障害者の人権について、人権のある差別ないユニ
バーサルな視点を鎌倉市に、学校給食を通した食のあり方について

ネット 井上　三華子

介護医療院と介護老人福祉施設について

質問…介護医療院の整備が必要だが進捗状況はどうか。
健康福祉部長…補助金の対象施設に介護医療院を追加できるよう準備してい
る。民間事業者から市内に介護医療院を新たに整備することを聞いているの
で、開設されれば市内で初めての施設となるので市としても支援していきた
い。
質問…介護老人福祉施設の入所待機についてはどうか。
同部長…既存施設の調整で対応している。

その他の質問：大船駅東口・西口ペデストリアンデッキの管理、松竹
前沿道整備と無電柱化、玉縄地域の公的施設について

銀河 岡田　和則

ふるさと納税について

質問…企業版ふるさと納税制度は本市が地方交付税の不交付団体であること
から対象外と聞いている。今後新庁舎整備や深沢のグラウンド・体育館の建
設など大規模事業を控えている中、資金面や人材確保の観点からメリットが
大きいと思うが市長の考え方を伺う。
市長…企業版ふるさと納税制度は企業が税控除というメリットを受けながら
自治体運営に参画することができる。企業と連携した地方創生のさらなる充
実強化および共生共創社会の実現に向けて必要不可欠でぜひ活用したいと
考えている。本市としては企業版ふるさと納税制度の期間延長と対象拡大を
国に求めているところであり、公共施設再編に係る大規模事業については、
さまざまな制度・手法を活用してゆく。

その他の質問：新庁舎整備について、特別多数議決である位置条例改
正議案はいつ再提出するのか、職場環境改善の観点から早期の決断を

自民党 後藤　吾郎

通級指導教室に関する負担軽減について

質問…令和5年2月に提案した、通級指導教室の送迎に関する保護者負担の軽
減策について、巡回型や全校設置型など別自治体の施策を例に提案してき
た。進捗状況を伺う。
教育文化財部長……保護者に送迎してもらう理由は、指導を見てほしいから。
送迎の負担がかかっていることは理解している。中学校に開設する通級指導
教室については巡回型を導入する予定。
質問…中学校で巡回型を導入できるなら、小学校にも導入してほしいがいかがか。
同部長…特別支援学級の全校設置、中学校通級指導教室の開始、SA（スクール
アシスタント）による学習支援などを進めていく。

その他の質問：人事評価と人材育成について、鎌倉市のSRHRの実現に
ついて、教育に関する諸問題について

無所属 藤本　あさこ
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